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ヤナ・リンドヴァー 

 

1111．．．．それぞれの機構における差それぞれの機構における差それぞれの機構における差それぞれの機構における差 

 

チェコ国立博物館 → 史学、民俗学等と関わっ

たものを収集して展示すること 

プラハ国立美術館 → 視覚芸術作品を収集し

て展示すること 

両方ともオープンな機構とは言えず、作業方法

における差もある。すると、館内とチェコ国内の

Museum にとどまらず、グローバルにより密接

な協力体制を結ぶために、国際的レベルの管理シ

ステムやその標準化を進めることが最優先であ

る。例えばプラハ国立美術館におきまして、最近

は東洋美術部・中世美術部・近代美術部・現代美

術部等のコラボレーションを広げてそれぞれの

作品の関連性を考慮に入れて展示プロジェクト

を行う傾向が強い。それに伴う研究や資料収集に

も大きく影響を及ぼしている。日本資料の調査の

場合でも研究・展示プロジェクトに直接関連する

データベースにとどまらず、さまざまな関連性を

探すべきである。 

 

2222．．．．資料調査に於ける差資料調査に於ける差資料調査に於ける差資料調査に於ける差 

 

研究からカタログの執筆、そして展覧会準備ま

での流れをできるだけ円滑に行うため、それぞれ

のデータベースをできるだけオープンにして、海

外の人でもわかり易く、参考にし易いインターフ

ェイスにしていただきたい。それぞれ、コレクシ

ョンのデジタル化を進めるだけではなく、例えば

日本作家辞典を更新していただきコレクション

との関連付けなど、さらに改良を進めていただけ

たら有難い。言い方を変えれば、キュレーターと

所蔵庫・図書室・データベースの担当者はより協

力体制の元で作業をすれば、さらに良いと思われ

る。そうすればデータベースの入力方法・参考方

法も統一されるのではないかということである。

標準化が大切だと思われる。特に日本美術研究に

おける若い研究者が入門的に参考にする主要な

データベースや参考リンク集等が掲載されてい

るウェブサイトにおいては、日本語がまだ十分に

分からない研究者でも検索できる様にして欲し

い。例えば、言語の選択ができたり、ローマ字の

読みが入っているサイトが欲しい。 

 

3333．．．．プロジェクト助成における差プロジェクト助成における差プロジェクト助成における差プロジェクト助成における差 

 

世界各地で日本の国立博物館や美術館の素晴

らしい収蔵品や資料を紹介したい。そのために、

展覧会などを行うための補助金や助成金の制度

を知りたい。また、それらの手続きを行うための

データベースなどがあれば便利だと思う。資金の

問題を解決して、より国際的に、より協力的な大

きなプロジェクトや展覧会が開催できるように

したい。ゴールは海外でも大勢のお客様を喜ばせ

る日本美術の展覧会を開催することである。世界

各国に芸術の大事さを伝えるため、例えばオンラ

イン資料を増加したりし、コスト面での改革も同

時に大切である。 

 

▲▲▲▲    図書館情報学図書館情報学図書館情報学図書館情報学を勉強している学生としてのを勉強している学生としてのを勉強している学生としてのを勉強している学生としての

第一印象：日本研究図書館の課題第一印象：日本研究図書館の課題第一印象：日本研究図書館の課題第一印象：日本研究図書館の課題 

ヴィーベッケ・オセット・グスタヴセン 

 

JAL プロジェクト 2015 では、日本の博物館、

美術館、図書館に関して知る機会をいただき、感

謝しています。 



  

 

まず、ノルウェー人の図書館情報学の学部生と

して、そして日本語の漢字をよく分からない者と

して、私は日本の博物館、美術館や図書館の色々

な資料管理システムとオンライン検索データベ

ースの使い方が難しいと思います。例えば、JAL

プロジェクトで訪問した美術館、博物館の図書館

では、一般的に言えば、ほとんどすべてのデータ

ベースは、ローマ字を使って検索することはでき

ないということです。 

図書館はさまざまな方法で、自館の利用者に手

を差し伸べるために、いくつかの通信チャンネル

を使う必要があります。図書館は、例えば

Facebook、Twitter や Instagram のようなソー

シャルメディアに積極的に関与するべきである

と私は思います。 

さらに、司書は図書館の敷地内で利用者関連の

教育をすることは重要だと思います。例えば、カ

ウンセリングやコースなどです。または、若い世

代のひとたちを、大学や高校などの様々な機関に

招待して、図書館司書がいかにして、積極的に利

用者とコミュニケーションを計り、情報を普及さ

せているかを、 知ってもらうべきだと思います。

そうすることによって、もっと多くのひとたちに

図書館サービスを理解してもらうことができる

と思います。 

アカデミック・ライブラリーでは、一般的にも、

また日本美術研究図書館においても、コミュニケ

ーションの場を提供する役割を果たすことは重

要です。具体的には、情報 のアクセスの資料源

となり、また利用者のニーズに応えることです。 

図書館の資料は研究者や学生だけではなく、一

般の人たちにも提供できることが理想的である

と思います。そのためには、OPEN ACCESS は

重要な役割を果たすと思われます。OPEN 

ACCESS は、インターネット上の科学系の文献

への無料アクセスについてです。出版される前に

出版物がこの分野の専門家によって見直されて、

承認されていることを意味し、 専門家に承認さ

れていることを、一般には、「ピア・レビュー」

と呼んでいます。 

オスロ大学図書館には DUO と呼ばれる科学

系文献の OPEN ACCESS アーカイブがありま

す。DUO には修士・博士論文やその他の学術論

文が収録されています。2013 年からオスロ大学

のすべての論文がオンラインで収めると、アクセ

スできるようになっています。また、雑誌の

OPEN ACCESS もあります。従来、印刷物とし

て購入していた雑誌やそれらに収録されている

論文がウェブ上で、無料で読めるようになると情

報がより広く、効率的に行き渡るようになります。 

アカデミック・ライブラリーの現場は、日々変

わっていく、情報テクノロジーに関わりながら変

化しています。図書館司書はその変化に臨機応変

に対応していかなければなりませんし、対応して

いこうという意思も必要です。 

図書館はそれらの変化を真摯に受け止めなけ

ればなりません。例えば、司書の仕事は利用者の

ニーズに合わせたサービス、そして、カウンセリ

ング、教育、訓練、研究現場とのコミュニケーシ

ョン、そして情報アクセスの橋渡しなどの役割が

ありますが、変化するテクノロジーを有効に使っ

ていかなければなりません。このことが国籍にか

かわらず、私達司書の大きな課題になっていくと

思います。 

 

▲▲▲▲    日本の美術資料管理システムに関する提言日本の美術資料管理システムに関する提言日本の美術資料管理システムに関する提言日本の美術資料管理システムに関する提言 

李世泳 

 

日本の美術図書館は資料管理の長い歴史とア

ナログ資料の多いが、美術資料が専門家たちによ

ってほぼ完璧に運営されている。しかし、美術図

書館も他の分野と同様技術の変化による過渡期

を迎えている。 次はどんな方法で進まないとい

けないか。 

 

1. 個々の機関の資料管理システムのメタデー

タの標準化が必要だと 思われる。標準化を



  

 

進めることができたら日本の博物館、美術館、

研究所、大学などの資料が一回で検索できる

ホームページがいつか可能になる。今回の見

学で見た日本の機関はともに優秀な資料管

理システムを運営していたが、他の機関との

交流はあまりないようだ。これは韓国も同じ

だ。利用者の便宜のためにも使いやすいシス

テムが作られなければならないと思われる。 

 

2. 博物館や美術館の内部での協力が必要であ

る。博物館や美術館は資料より文化財や作品

を重要視する。これは当たり前ですが少しは

認識を変えなければならない。研究のシンク

タンクとして資料が研究の資源だという認

識が必要である。美術館内で協力があってこ

そ、広い視野としての作品、図書、アーカイ

ブの検索が可能になる。 

 

3. アートアーカイブの専門家が必要である。ア

ートとアーカイブ学又は記録学を両方勉強

した専門家がアーカイブで働くのがいいと

思われる。司書の仕事とアーキビストの仕事

は明らかに似ているところがありますが、

100％同じではない。これが本と違うアーカ

イブの資料を理解する人が必要な理由であ

る。  

 

4. 著作権問題の解決である。利用者の立場で重

要な資料、又は知りたい資料のアクセスがで

きない場合が多い。オープンアクセスをどう

進めるのかに関する OPEN－API などの本

格的な議論が必要である 。 

 

5. 日本の資料が必要な外国人のための対策で

ある。漢字、平仮名、片仮名、アルファベッ

トなど、現在は検索する方法がそれぞれ違う。

日本を直接訪れた外国人はまた見えない壁

にぶつかる。皆が知っているグーグルのよう

なサービスが提供されば、日本を研究する外

国人たちはさらに増加すると思われる。  
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チェコ国立博物館 → 史学、民俗学等と関わったものを収集して展示する

こと

プラハ国立美術館 → 視覚芸術作品を収集して展示すること

両方ともオープンな機構とは言えず、作業方法における差もある。

すると、館内とチェコ国内のMuseumにとどまらず、グローバルにより密接な

協力体制を結ぶために、国際的レベルの管理システムやその標準化を進め

１．１．１．１． それぞれの機構における差それぞれの機構における差それぞれの機構における差それぞれの機構における差

協力体制を結ぶために、国際的レベルの管理システムやその標準化を進め

ることが最優先である。

例えばプラハ国立美術館におきまして、最近は東洋美術部・中世美術部・近

代美術部・現代美術部等のコラボレーションを広げてそれぞれの作品の関

連性を考慮に入れて展示プロジェクトを行う傾向が強い。それに伴う研究や

資料収集にも大きく影響を及ぼしている。日本資料の調査の場合でも研究・

展示プロジェクトに直接関連するデータベースにとどまらず、さまざまな関連

性を探すべきである。

研究からカタログの執筆、そして展覧会準備までの流れをできるだけ円滑に

行うため、それぞれのデータベースをできるだけオープンにして、海外の人

でもわかり易く、参考にし易いインターフェイスにしていただきたい。

それぞれ、コレクションのデジタル化を進めるだけではなく、例えば日本作家

辞典を更新していただきコレクションとの関連付けなど、さらに改良を進めて

いただけたら有難い。

２．２．２．２． 資料調査に於ける差資料調査に於ける差資料調査に於ける差資料調査に於ける差

いただけたら有難い。

言い方を変えれば、キュレーターと所蔵庫・図書室・データベースの担当者

はより協力体制の元で作業をすれべば、さらに良いと思われる。そうすれば

データベースの入力方法・参考方法も統一されるのではないかということで

ある。標準化が大切だと思われる。

特に日本美術研究における若い研究者が入門的に参考にする主要なデー

タベースや参考リンク集等が掲載されているウェブサイトにおいては、日本

語がまだ十分に分からない研究者でも検索できる様にして欲しい。例えば、

言語の選択ができたり、ローマ字の読みが入っているサイトが欲しい。

世界各地で日本の国立博物館や美術館の素晴らしい収蔵品や資料を紹介

したい。そのために、展覧会などを行うための補助金や助成金の制度を知り

たい。また、それらの手続きを行うためのデータベースなどがあれば便利だ

と思う。資金の問題を解決して、より国際的に、より協力的な大きなプロジェ

クトや展覧会が開催できるようにしたい。

３．３．３．３．ププププロジェクト助成における差ロジェクト助成における差ロジェクト助成における差ロジェクト助成における差

ゴールは海外でも大勢のお客様を喜ばせる日本美術の展覧会を開催する

ことである。

世界各国に芸術の大事さを伝えるため、例えばオンライン資料を増加したり

し、コスト面での改革も同時に大切である。

第1グループ



• ローマ字を使って検索することはほとんどで
きないこと

• 図書館はソーシャルメディアに積極的に関与
するべきである

１１１１. 必必必必要なポイント要なポイント要なポイント要なポイント

するべきである

• 図書館の敷地内で利用者関連の教育をする
こと：カウンセリングやコースなど

• 積極的に利用者とコミュニケーションを計り、
図書館がいかにして情報を普及させているか

を、知ってもらうべき

• 研究図書館の資料は研究者や学生だけでは
なく、一般の人にも提供できることが理想的

である

• OPEN ACCESS = 無料アクセス

２．２．２．２． Open Access

• OPEN ACCESS = 無料アクセス

• ピア・レビューされている出版物
• ネット上で無料で読めるようになると情報がよ
り広く、効率的に行き渡るようになる

• 図書館がテクノロジーの変化に臨機応変に
対応することが必要

Ｄｆ

資料管理資料管理資料管理資料管理のののの

長い歴史長い歴史長い歴史長い歴史

日本の美術資料管理システムに関する提言日本の美術資料管理システムに関する提言日本の美術資料管理システムに関する提言日本の美術資料管理システムに関する提言

技術の発達による

過渡期。

美術資料美術資料美術資料美術資料

専門家専門家専門家専門家

アナログアナログアナログアナログ

資料の量資料の量資料の量資料の量

次は？

Ｆｆ
日本の美術資料管理システムに関する提言日本の美術資料管理システムに関する提言日本の美術資料管理システムに関する提言日本の美術資料管理システムに関する提言

１．個々の機関の資料管理システムのメタデータの

スタンダード化

- 日本の博物館・美術館・研究所・大学などにある資料を一回で

検索できるホームページが可能になる

利用者はもっと使いやすいシステムがほしい！

第1グループ



日本の美術資料管理システムに関する提言日本の美術資料管理システムに関する提言日本の美術資料管理システムに関する提言日本の美術資料管理システムに関する提言

２．Museumの中での協力が必要

博物館・美術館は資料より文化財と作品を重要視する

その認識を変えることが必要（資料＝研究の根源）

一つのシステムで作品・図書・アーカイブの検索ができる

日本の美術資料管理システムに関する提言日本の美術資料管理システムに関する提言日本の美術資料管理システムに関する提言日本の美術資料管理システムに関する提言

３．アートアーカイブの専門家の必要

- アーカイブを専門的に勉強したアーキビストが必要

- 司書≒アーキビスト。 BUT  司書=アーキビスト

４．著作権の問題の解決４．著作権の問題の解決

- 重要な資料又は知りたい資料のアクセスができない

５．日本の資料を必要とする外国人のための対策

- 漢字・平仮名・片仮名・アルファベット…Googleのようなサービス

があればいい

第1グループ


